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政
府
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
将
来
の
公
的
年
金
の
財
政
見
通
し
（
以
下
、
財
政
検
証
と
い
う
。
）
の
オ
プ
シ

ョ
ン
試
算
の
中
で
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部

会
で
も
議
論
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
以
下
の
通
り
、
質
問
し
ま
す
。 

一 

財
政
検
証
の
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
で
示
さ
れ
た
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
六
十
二
万
円
へ
の
引
上
げ
に
よ
る
年
金
受

給
額
の
減
額
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
い
つ
ま
で
続
き
ま
す
か
。 

二 

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
に
よ
り
、
年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
る
の
は
、
既
裁
定
者
で
す
か
、
新

規
裁
定
者
で
す
か
。
そ
れ
と
も
既
裁
定
者
、
新
規
裁
定
者
の
両
方
の
年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
か
。 

三 

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
に
よ
り
、
年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
る
の
は
、
今
の
年
金
生
活
者
、
つ

ま
り
高
齢
者
で
す
か
、
そ
れ
と
も
将
来
の
年
金
生
活
者
、
つ
ま
り
、
今
の
若
者
や
中
年
世
代
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
今
の
年

金
生
活
者
も
将
来
の
年
金
生
活
者
も
両
方
の
年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
か
。 
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四 

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
六
十
二
万
円
へ
の
引
上
げ
お
よ
び
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
廃
止
に
よ
る
年
金
受
給
額
の

増
額
に
つ
い
て
、
機
械
的
に
計
算
す
れ
ば
、
年
金
受
給
額
が
増
額
す
る
人
の
十
年
間
の
収
入
状
況
が
同
じ
で
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
十
年
間
で
総
額
い
く
ら
年
金
受
給
額
が
増
え
ま
す
か
。
試
算
し
て
い
る
場
合
に
は
、
引
上
げ
と
廃
止
の
場
合
で
そ
れ
ぞ

れ
示
し
て
下
さ
い
。
そ
の
金
額
を
踏
ま
え
、
高
収
入
の
年
金
受
給
者
の
年
金
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
政
府
の
見

解
を
示
し
て
下
さ
い
。 

五 

年
齢
が
七
十
歳
で
厚
生
年
金
受
給
額
が
月
額
二
十
万
円
、
賃
金
収
入
が
月
額
平
均
五
十
万
円
で
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の

適
用
を
受
け
な
い
場
合
の
基
礎
年
金
を
除
い
た
月
額
の
収
入
の
合
計
が
七
十
万
円
の
年
金
受
給
者
に
つ
い
て
、
現
在
の
在
職

老
齢
年
金
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
で
厚
生
年
金
受
給
額
が
い
く
ら
減
額
さ
れ
、
月
額
の
収
入
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す

か
。
ま
た
、
同
条
件
で
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
が
六
十
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
厚
生
年
金
受
給
額

が
い
く
ら
減
額
さ
れ
、
月
額
の
収
入
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。
試
算
し
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
下
さ
い
。 

六 

年
齢
が
七
十
歳
で
厚
生
年
金
受
給
額
（
基
礎
年
金
部
分
を
除
く
）
が
月
額
二
十
万
円
で
賃
金
収
入
の
月
額
が
六
十
万
円
の

年
金
受
給
権
者
は
、
現
在
は
月
額
い
く
ら
の
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
が

六
十
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
月
額
い
く
ら
の
厚
生
年
金
を
受
給
し
ま
す
か
。
そ
の
結
果
を
示
し
た
上
で
、
後
の
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結
果
も
踏
ま
え
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
は
高
収
入
の
年
金
受
給
者
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に

つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。 

七 

こ
の
よ
う
な
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
の
検
討
を
政
府
が
最
初
に
検
討
し
た
の
は
、
い
つ
の
ど
の

よ
う
な
会
議
で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
会
議
で
最
初
に
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
に
つ
い
て
発
言
し
た

の
は
、
誰
で
、
ど
の
よ
う
な
発
言
で
し
た
か
。 

八 

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
の
検
討
が
最
初
に
始
ま
っ
た
の
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
す
か
、
あ

る
い
は
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
で
す
か
。
も
し
年
金
部
会
で
な
い
な
ら
、
な
ぜ
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
こ

の
よ
う
な
大
き
な
改
正
の
検
討
が
、
年
金
部
会
か
ら
始
ま
ら
ず
に
、
他
の
会
議
体
で
始
ま
っ
た
の
で
す
か
。 

九 

社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
で
、
最
初
に
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
が
議
論
さ
れ
た
の
は
い
つ
で

す
か
。 

十 

今
後
、
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
で
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
を
議
論
し
ま
す
か
。
ま
た
、
年
末
の
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議
の
議
論
の
中
間
ま
と
め
に
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
が
入
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。 

十
一 

次
回
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
は
い
つ
開
催
さ
れ
ま
す
か
。
開
催
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
誰
が
、
い
つ
決
定
し
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ま
す
か
。 

十
二 
年
末
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
の
議
論
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
ま
で
に
、
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
は
何

回
、
開
催
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。 

十
三 

全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
で
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
を
議
論
す
る
か
否
か
は
、
い
つ
ど
こ
で
誰
が
決
め
ま
す
か
。

委
員
個
人
が
判
断
し
、
発
言
し
た
い
委
員
が
自
由
に
会
議
で
発
言
す
る
の
か
。 

十
四 

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
に
よ
り
、
年
金
受
給
額
が
増
え
る
の
は
、
ご
く
一
部
の
高
所
得
者
で

あ
る
、
と
い
う
理
解
で
正
し
い
で
す
か
。
ま
た
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
基
準
額
の
引
上
げ
や
廃
止
に
よ
り
、
一
部
の
高
所

得
者
以
外
の
圧
倒
的
多
数
の
低
中
所
得
者
の
年
金
が
減
る
と
い
う
理
解
で
正
し
い
で
す
か
。 

十
五 

一
部
の
高
所
得
者
の
年
金
を
増
や
す
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
圧
倒
的
多
数
の
低
中
所
得
者
の
年
金
を
減
ら
す
改
正

は
、
間
違
っ
て
お
り
、
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。 

十
六 

低
年
金
者
の
支
援
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
逆
に
、
高
所
得
者
や
高
年
金
受
給
者
の
年
金
を
少
し
減
ら
し
、
低
年
金

者
の
年
金
を
増
や
す
制
度
改
正
こ
そ
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


